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十
月
二
十
七
日
㈰
和

束
小
学
校
で
第
二
十
一

回
和
束
町
消
防
操
法
大

会
が
開
か
れ
四
チ
ー
ム

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
は
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
競
い

あ
い
ま
し
た
。

優
勝

西
分
団
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ー
ム

　

指
揮
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西
山
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１
番
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藤
木
暢
人

　

２
番
員　

藤
井　

学

　

３
番
員　

桂　

慎
弥

準
優
勝
　
湯
船
分
団
チ
ー
ム

個
人
表
彰

　

指
揮
者　

西
山
生
光　

�

１
番
員　

藤
木
暢
人

　

２
番
員　

藤
井　

学　

�

３
番
員　

桂　

慎
弥

（
敬
称
略
）

　

十
一
月
二
日
㈯
と
三
日
㈰
の
二
日
間
、

和
束
運
動
公
園
で
「
茶
源
郷
ま
つ
り
」
が

開
か
れ
、
六
、五
〇
〇
人
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
和
束
運
動
公
園
を
中

心
と
し
、世
界
の
お
茶
を
愉
し
も
う
コ
ー

ナ
ー
や
、
お
茶
づ
く
し
の
屋
台
村
、
営

農
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
フ
リ
ー
ブ
ー

ス
や
行
政
ブ
ー
ス
な
ど
、
八
十
七
の
テ

ン
ト
が
和
束
運
動
公
園
に
並
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
茶
畑
景
観
を
活
か
し
た
茶
畑

ツ
ア
ー
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
、
野

点
茶
席
、
音
楽
ス
テ
ー
ジ
や
煎
茶
そ
ば

打
ち
体
験
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

茶
源
郷
ま
つ
り

～
茶
畑
か
ら
お
茶
の
魅
力
の
す
べ
て
を
伝
え
る
～

消
防
操
法
大
会

優勝に輝いた　西分団チーム
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平
成
二
十
五
年

　
秋
の
叙
勲

　
瑞
宝
単
光
章

　

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献

さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
秋
の
叙

勲
が
発
表
さ
れ
、
本
町
か
ら
元

和
束
町
消
防
団
団
長
北
昇
さ
ん

が
晴
れ
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

北
昇
さ
ん
は
昭
和
四
十
八

年
に
和
束
町
消
防
団
に
入
団
、

副
団
長
、
団
長
を
歴
任
さ
れ

三
十
一
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
防
火
、
防
災
活
動
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
団

員
が
減
少
す
る
中
、
団
員
の
意

識
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
に
密
着
し
た
啓
発
活

動
を
行
う
な
ど
、
防
災
意
識
の

高
揚
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
三
十
一
回

「
府
民
の
消
防
賞
」

 

贈
呈
式

　

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
五
日
㈮
に

第
三
十
一
回
京
都
新
聞
「
府
民
の
消
防

賞
」
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
和
束
町
消
防

団
桧
谷
正
樹
団
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
府
民
の
消
防
賞
」
は
、
京
都
新
聞

社
が
毎
年
消
防
や
防
災
、
人
命
救
助

に
貢
献
し
た
個
人
及
び
団
体
の
功
績

を
称
え
る
も
の
で
、
京
都
新
聞
社
白
石

会
長
兼
社
長
か
ら
過
去
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
災
害
が
続
き
、
住
民
の
消
防

業
務
へ
の
期
待
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も

日
々
の
職
務

や
後
進
の
育

成
へ
の
活
躍

に
期
待
し
ま

す
」
と
話
さ

れ
、
桧
谷
団

長
を
含
め
六

人
と
一
団
体

に
対
し
表
彰

状
と
メ
ダ
ル

が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

山
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、
昭
和
三
十
八
年
の
結
成
以

来
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全

育
成
事
業
や
、
地
域
の
文
化
財
、

自
然
、
産
業
の
保
護
、
伝
承
な

ど
に
取
り
組
ま
れ
今
年
で
結
成

五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。今

回
、
こ
う
し
た
地
域
奉
仕

活
動
の
一
環
と
し
て
十
一
月
六

日
和
束
町
に
公
園
用
ベ
ン
チ

二
十
脚
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
山
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
吉
田
会
長
ら
五
人
が
和

束
町
を
訪
れ
、
森
脇
副
町
長
に

目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

吉
田
会
長
は
「
和
束
運
動
公

園
な
ど
公
共
施
設
で
有
効
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ

れ
、
こ
れ
に
対
し
森
脇
副
町
長

が
「
公
園
や
バ
ス
停
な
ど
に
設

北　　昇 さん

置
し
利
用
者
の
憩
い
の
場
と

し
た
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
ベ
ン

チ
は
和
束
運
動
公
園
や
和
束

小
学
校
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
な

ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
園
用
ベ
ン
チ
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

～
山
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
～

次のとおりご寄附をいただき
ました。� （平成25年10月）

❖匿名希望　　埼玉県越谷市
 5,000円

❖菊池里奈様　京都府京田辺市
20,000円

ありがとうございました。
お寄せいただいた寄附金
は、和束町のまちづくり
のため有効に活用させて
いただきます。 山城ライオンズクラブ

和束町ふるさと応援
寄附金基金

ご寄附ありがとうございました

府民の消防賞　右から3番目桧谷正樹団長
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第59回 和束町茶品評会審査会成績結果

　10月11日、グリンティ和束で第59回和束町茶品評会審査
会が、14人の審査員により、煎茶81点、てん茶30点を対象
に開かれました。「煎茶の部」「てん茶の部」でそれぞれ審査
が行われた結果、次のみなさまが11月2日の和束町茶業関係
表彰式において表彰されました。
煎茶の部
　１等　１位　畑　　美里　（京都府知事賞）
　　　　２位　畑　　広大　（京都府茶業会議所会頭賞）
　　　　３位　岩崎　佐利　（京都府茶生産協議会会長賞）
　　　　４位　岡田　上　　（山城地域農業振興協議会会長賞）
てん茶の部
　１等　１位　柚木　延明　（京都府茶業会議所会頭賞）� （敬称略）

平成25年度 和束町優良品種茶園品評会成績結果

　10月24日、平成25年度和束町優良品種茶園品評会が開か
れ、成木の部12点、幼木の部3点が出品されました。「成木
茶園の部」「幼木茶園の部」でそれぞれ審査が行われた結果、
次の方々が11月2日の和束町茶業関係表彰式において表彰さ
れました。
成木茶園の部
　優秀賞　　澤樹　信吉　（京都府知事賞）
　優良賞　　畑　　新悟　（全国農業協同組合連合会京都府本部運営委員会長賞）
　佳良賞　　東本　博利
　　　　　　畑　　広大　
幼木茶園の部
　優良賞　　渡邊　俊明　（山城地域農業振興協議会会長賞）
　佳良賞　　西山　忠博　� （敬称略）

第35回 和束町茶香服大会

　11月2日、第35回和束町茶香服大会がグリンティ和束で開かれました。今年も各
区から男女四人の代表選手総勢52人が出場され、日頃の実力を発揮され、和束町茶
業関係表彰式において表彰されました。
団体の部
　優勝　白栖区
　２位　釜塚区
　３位　別所区

個人の部（女子）
　優勝　西山　太恵子
　２位　松石　博美
　３位　今西　とき子
個人の部（男子）
　優勝　渡邊　良晴
　２位　北川　誠
　３位　畑　　新悟� （敬称略）


